
日本原子力学会 核燃料部会 第 42 回全体会議 議事録 

 
・日時：平成 27 年 3 月 21 日（土） 12:00～12:30 
・場所：茨城大学日立キャンパス 
・出席者：約 20 名 
・配布資料を用いて、以下のような報告、説明が庶務幹事からなされ、審議等を行った。 

 
[１]活動報告（報告） 

（1）運営小委員会 
・平成 26 年度 第 1 回平成 26 年 5 月 20 日（火）学会事務局 
・       第 2 回平成 26 年 7 月 10 日（木）夏期セミナー会場 
・       第 3 回平成 26 年 11 月 27 日 (木）学会事務局 
・       第 4 回平成 27 年 2 月 24 日（火）電中研本部 

（2）全体会議 
  ・平成 27 年 3 月 21 日（土） 於、茨城大学 
（3）夏期セミナー 
  ・平成 26 年 7 月 10 日（木）～12 日（土） 
  ・静岡県掛川市 ヤマハリゾートつま恋 
（4）軽水炉・高速炉におけるトリウム燃料の利用ＷＧ 

・大阪大学山中先生を主査に、26 年度中に活動報告書をとりまとめ、27 年 4 月に第 2
回国際セミナーを開催し、27 年秋の大会企画セッションで活動成果を報告する予定。 

（5）「溶融塩技術の原子力への展開」研究専門委員会 
・東京大学名誉教授山脇先生を主査に活動しており、27 年春の年会で総合講演会を行う

予定。 
(6)ジルコニウムに関するＷＧ（ジルコネット） 
・東北大学阿部先生を主査に活動しており、27 年 10 月に国際会議のアジアジルコニウ

ム会議を開催予定。 
(7) ＷＲＦＰＭ2014 
・平成 26 年 9 月に仙台で開催され、国内外から 200 名以上の参加者を得て、100 件以上

の講演会等があり盛況であった。 
(8)第 2 回アジア核燃料国際会議（ＡＮＦＣ2014） 
・平成 26 年 9 月に WRFPM に引き続き仙台で開催され、総勢 100 名、71 件の研究発表

及び討論が行われた。 

 
[２］第 3回部会賞（奨励賞）の選考（報告） 

・大阪大学黒崎健先生の受賞の報告と、授賞式が行われ、黒崎先生から受賞の挨拶が行

われた。 

 



［３］平成 26 年度収支見通し及び 27 年度予算（報告） 

・26 年度支出見通しがない件名があり、余剰金が発生する見通しであることを報告した。 
・次年度の繰越金に WRFPM から寄付金が追加されたことを報告した。なお、繰越金の

支出内容について質問があり、27 年度から予算段階での承認を条件に繰越金の使用先

がセミナー等へも可能となり、緩和されたことを説明した。 

 
［４］副部会長の選任等（審議） 

・大阪大学山中先生の副部会長への選任と岩田運営小委員の退任を審議し、承認された。 

 
［５］平成 27 年度業務担当（報告） 

以下の通り報告された。 

担当 H27 年度担当者 

広報 

部会報 

[東京大] 寺井委員 

[日本原電] 高松委員 

国際活動 [JANSI］安部田委員 

国内企画(横断活動、年会時企画) [JANSI] 安部田委員、[NDC] 池田委員 

庶務幹事（財務含む） [東京電力] 巻上委員 

夏期セミナー幹事 [福井大] 宇埜委員、[GNF-J] 草ケ谷委員 

部会代表 部会等運営委員 平井副部会長 

代議員 湊部会長、安部田委員 

［６］今後の活動予定 

・部会報  ：第 50-2 号(平成 27 年 5～6 月頃発行予定) 

・第 3 回軽水炉燃料・材料・水化学夏期セミナーの計画(核燃料・材料・水化学 3 部会

共催) 

-日時：平成 27 年 7 月 8 日(水)～10 日(金) (最終日は見学会) 

-場所：福井県あわら温泉 

・講演会  ：未定 

  ・国際会議 ：平成 27 年 10 月 5～9 日第 3回アジアジルコニウム会議（福井大学） 

         平成 27 年 9 月 13～17 日 TOP FUEL 2015(ｽｲｽ ﾁｭｰﾘｯﾋ) 

 ・ 国際セミナー：平成 27 年 4 月 15 日第 2回トリウム燃料国際セミナー 

           平成 27 年上期 SiC 材に関する国際セミナー 

・運営小委員会：平成 27 年度第 1回運営小委員会（平成 27 年 5 月 29 日予定） 

・全体会議：平成 28 年春の年会時(平成 28 年 3 月 26 日～28 日、於；東北大学) 

 

［７］その他 

・平成 27 年度から部会 HP を改定することを報告した。 
・最後に、湊部会長欠席のため、平井副部会長と山中新副部会長からご挨拶があった。 

                                      以上 


